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　昭和10年、当時の東京科学博物館において、ベルリンの日本学会が所蔵するシーボルト関係史料を主体に、国内の
関係史料とともに「シーボルト資料展覧会」（4月20日～29日）が催された（1）。ベルリン日本学会所蔵史料は1年間ほど日本
側に貸与され、その間に撮影が行われ、現在、フィルムは東洋文庫に所蔵されている（ドイツに返却された史料は、第2次世界

大戦で焼失・破損した史料も少なくない。その一部がボフム大学図書館にある）。そのなかに1837年の予約募集書がある（2）。まず、
全8ページにおよぶ募集書の翻訳文を掲載しよう。

１．1837年10月の予約募集書

【Voyage au Japonの予約募集書　表紙】 東洋文庫蔵
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日本旅行

1823年から1830年の間に行われた
あるいは

日本・蝦夷・南千島列島･樺太･朝鮮･琉球列島などの自然・地理・歴史に関する記述
Ph. Fr. de Siebold（シーボルト）氏による

フランス語版
A.de Montry（モントリー）とE. Fraissinet（フレシネ）氏による作成

および
S. A. R. オルレアン公閣下の援助を受けて出版

8折版全5巻
一部彩色されている130枚の2折版図版集つき

案内書　1837年10月

　日本国（1）は、旧世界の極東、危険な海の中に位置し、海によって外国の好奇心から守られてきた。そのことによって、
長い間ほとんど知られることがなかった。
　（1）原住民の間では「ニッポン」と呼ばれる

　16世紀の中葉にこの国を発見したポルトガル人の追放以来、オランダ人がそこで貿易を営む許可を得て保持し続けた
唯一のヨーロッパ人である。そして、私たちがこの国に関する正確な情報を得ることができたのも専らオランダ人のおかげ
である。ケンペルとツンベルクは、オランダ東インド会社の医師の資格で、1人は1690～91年に、もう1人は1775～76年に日
本を訪れた。しかし、この2人の旅行者は日本に短い期間しか滞在せず、取り上げた問題を十分に研究することはできな
かった。その結果、ヨーロッパ人によって最近までに出版された日本に関する本の中には、不完全で間違ったものが多い
のである。もっとも、彼らは原資料に当たってはいるのだが。
  しかしながら、いくつかの欠落が、1779～84年まで出島商館長を務めたティツィングによって埋められた。ティツィングは、
ある民族を知るにはその知的特徴と固有の生産物を研究するしかないと確信して、本やデッサンや地図を収集し、日本
人の通訳にその翻訳を企てさせた。しかし、彼は残念ながら急性の病で命を落とす。ちょうどその時、彼は、パリで出版を
予定した資料の整理に取り組んでいた。彼の収集品は完全に散逸し、原稿の全ても、アベル・レミュザとクラプロート氏の
注意を引かなかったら、同じ運命を辿っていただろう。両氏は原稿の一部を出版した。もし、クルーゼンシュテルン提督の
下、1804年に長崎に来航したロシア大使の計画が成功していたら、この資料の喪失もおそらく償われていただろう。それ
でも、地理学については、この高名な船乗りによって多くのことが明らかにされている。ロシア大使付きの博物学者だったラ
ングスドルフとティレジウス氏は、その政治的地位が許す範囲で、日本の博物学と民族学を実り豊かなものにした。そして
ついに、1811年千島列島で日本人によって捕らわれの身となったゴロウニン艦長は私たちに正確な情報を与えてくれた。
それは、彼の科学に対する献身と彼が観察した国にともに名誉を与えるものだった。

  これが現在までの日本に関する研究の概要である。先行研究の不十分さとこれから説明する出版の重要性を同時に
理解してもらえるにはこれで十分である。
  ケンペルとツンベルクのように、シーボルト氏は長崎のオランダ商館医師として日本に赴いた。しかし、彼はその2人の先駆
者より幸運だった。ファン･デル・カペレン男爵は当時オランダ領インドの総督で、その行政はこの国に非常に誉れ高い記憶
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を残しており、その彼がシーボルト氏を敬意を持って迎え入れていた。彼は、シーボルト氏に日本を調査するための必要な
知識が全部備わっているのを見て、日本へ行くように勧めた。
  シーボルト氏は1823～30年まで日本で7年を過ごした。彼は地理学・民族学そして自然科学の領域にわたる全てのもの
を入念に収集した。その幅広い知識、原住民の精神に巧みに入り込む特異な才能のおかげで、彼は知識や高い身分を
持つ多くの日本人の好意と愛情を獲得した。日本人たちは、ヨーロッパ世界の端から来た1人の男が医学や植物学を教え
る時の熱心さに満足し、彼が全国から来た多くの病人に等しく治療したので、もっとも大きな熱意を示してシーボルト氏に
惜しみない援助を与えた。すなわち、その科学的研究において。また、彼らの歴史・宗教的教義・社会の状態・風習につい
て知ることにおいて、手書き・印刷物・地図・デッサン・絵画・貨幣・花瓶・全ての種類の楽器・美術品・興味を引く新しいもの
が彼のものとなり、ヨーロッパでもっとも大きく貴重なコレクションを形成することができた（1）。　
　（1）オランダのライデにあるシーボルト氏の日本博物館はそれ以来全ヨーロッパ的な名声を博した。

　このコレクションは、現在まで知られていなかった、日本の芸術が辿った歩みを知らせてくれる。このコレクションは、どの
部分においても豊かで、この民族の知的で実践的な暮らしに関わる全てのものに生き生きとした光を投げかけている。コ
レクションを構成する部分には、「神道」という彼らの古くからある信仰のもっとも完全な観念を示すものがあり、これは6世
紀頃、中国あるいは朝鮮から日本に渡来した「仏教」についても同様である。また他のものは彼らの歴史の初期を明らか
にしているし、当時の彼らの進歩した文明を示すことによって、同じ時代の他の民族の社会の状態について興味の尽き
ない比較の要素を与えてくれる。

  シーボルト氏のコレクションの一部をなす日本語の蔵書は、1500冊の印刷物あるいは手書きの本からなる。ヨーロッパの
日本語蔵書を全部まとめてもこの数には及ばない。これらの書籍、日本人学者の協力のもとその場で集められた夥しい数
のノート、彼が所有し、この目的のために集めた多くの物、それらのおかげで彼は日本国の完全で忠実な描写ができ、私
たちの世紀（1）を例証するこの種のもっとも美しい企ての一つを実現することができた。そして、その企ての一つとは、未
知の文明の見事な絵を私たちの目の前で繰り広げることである。故に、これほど新しく、科学にとってこれほど高い関心を
有する作品をフランスで出版することが重要になっていた。

　（1）ここにクラプロート氏が『日本王代一覧』という著作の中で、シーボルト氏の出版に関して述べた箇所がある。「この作品は、3分冊が出版

　　　されたが、この国に関する興味深く重要な情報に溢れている。その情報は内裏の年代記に含まれた多くの点を私よりうまく明らかにして

　　　くれるだろう。それは私たちの世紀の最も大きく美しい企ての一つで、中世アジアのもっとも東洋的な部分を知らせることをその使命とし

　　　ている」1834年5月、序文、ｐ.44

　『日本旅行』の作成は著者自身によってモントリー氏に託された。モントリー氏がその協力者とともにこの重要な仕事を
行うのは、著者との協力関係の下であり、いわば著者の目の下である。この作品をこれまでに出版されたもっとも美しい本
の一つにするために、芸術面から見ても、印刷面から見ても、疎かにされたものは何もない（1）。原文に付された多数の
石版画は優れた芸術家によって作られた。そのうち、あるものはその場で描かれたデッサンをもとにしているし、あるものは
シーボルト氏の博物館にある日本から持ち帰ったオリジナルをもとにしている。
　（1）この旅行の第2部に関して私たちが出版する特別の案内書を参照のこと。内容は、①日本の植物誌、②日本の動物誌、③シーボルト氏

　　　による中国語・日本語・朝鮮語などの辞書（これらの作品は別 に々販売される）
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　『日本旅行』は7部に分かれる。

第1部
陸と海による旅行の物語、数学的自然地理学

第2部
風習としきたり、政府の形態、法と行政

第3部
神話・歴史・考古学・古銭学

第4部
芸術・科学・言語と文学

第5部
宗教と宗教制度、教義と哲学体系

第6部
田舎と家庭の経済・産業・商業

第7部
日本の従属国

予約の条件

　この作品は20か22分冊で出版される。各分冊は、印刷されたカバーの中に収納され、6枚の図版を含む。1枚は彩色さ
れている。本文は、他より便利なものとして採用した8折版で、半巻ごとに出版され、送料無料で予約購読者諸氏に配達さ
れる。半巻は、紙片がはがれる不都合を避けるために常に仮綴じが施される。本文の分冊は不定期に出版されるが、図
版の最後の分冊がお手許に届く頃には全ての出版物が揃うようになっている。
  図版集の分冊は定期的に続くが、頻度は徐 に々少なくなる。そして私たちは早くも今日から、この出版にはいかなる遅延
もないことを確約できる。各分冊は中国紙を使った本文と艶のある図版からなるが、その価格は予約購読者に対しては
14フランからになる。艶のある上質紙に何冊かが刷られ、カラーの挿絵のために中国紙に2倍の挿絵が刷られる。各分冊
の価格は28フラン。

　予約は第5分冊が販売された時に厳格に締め切られる。出版時、各分冊は非予約購読者に対しては2フランの割増と
なる。本文の各半巻は半分冊のように支払われる。本文は、MM.Firmin Didot Freres（フィルマン・ディド兄弟）によって特
別に鋳造された活字を用いて、最高品質で艶のあるぶどう版の紙に印刷される。図版はM.Lemercier（ルメルシエ）氏に
よって刷られる。彼は最高の石版画印刷者の一人であり、私たちは美しい出版物のいくつかを彼に負っている。

最初の2分冊は販売中である。
それらは次のように構成されている。

第1分冊
図版 2　　長崎とその近郊

14　　甲冑
19　　妙義山の図
25　　若い日本人女性、シモリの肖像
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35　　礼装（彩色図版）
96　　花瓶と花かご

                              
第2分冊

図版 3　　日本全図
4　　運送人、馬と駄獣
7　　下関、タケサキ付近の図

31　　郭成章の肖像
35　　従者をつれた身分の高い日本人（彩色図版）

102　　楽器
                            　　　　　　　　　　

予約は、パリ
アルトゥ・ベルトラン出版社

地理学協会書店
オートフィーユ通り23番地

そしてフランスと外国の全ての書店で
フィルマン・ディド兄弟の活版印刷

ジャコブ通り56番地
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　この予約募集書には、シーボルト以前の日本研究者としてケンペル・ツンベルク・ティツィング・クルーゼンシュテルン・ゴロウ
ニンらの名前がある。これら先行研究者について、辞書的にまとめる。

【ケンペル Kämpfer】（1651～1716）ドイツの医者、博物学者。レムゴーに牧師の子として生まれ、大学で医学・博物学を修
めた。スウェーデンのペルシア派遣使節の書記として1683年から85年までペルシアに滞在、その国情を観察。その後、オラ
ンダ東インド会社の船医となり、バタビアに赴き、1690年（元禄3）に出島商館の医師として来日、92年10月まで滞在した。こ
の間、91年と92年の2回、商館長の江戸参府に随行し、日本の歴史・社会・政治・宗教・動植物などを総合的に観察し記録
した。得意な絵筆をとって挿絵も準備した。帰国後は故郷レムゴーの領主の侍医となり、かたわら著述に励み、1712年に
出版された『廻国奇観』は西洋思想界に好評を博した。死後の1727年に出版された英語版『日本誌』はすぐにフランス
語・オランダ語にも翻訳され、ヨーロッパにおける日本研究のバイブル的存在となる。

【ツンベルク　Thunberg】（ツンベルグ、ツュンベリー、チュンベリーなどとも呼ばれる）（1743～1828）スウェーデンの博物学者。1761
年ウプサラ大学に入学、医学と博物学を学ぶ。リンネの指導を受け、70年に医学博士となる。71年オランダ東インド会社の
外科医としてオランダを出発し、ケープタウン・バタビアを経て、75年（安永4）8月長崎に着く。76年12月まで長崎出島に外科
医として滞在し、オランダ・ロンドンを経て、79年スウェーデンに帰国した。81年ウプサラ大学員外教授、84年教授、85年学
長となる。日本では、植物の採集に努め、1776年（安永5）には商館長の江戸参府に随行、江戸では桂川甫周・中川淳庵ら
と医学や博物学の知識を交換しあった。帰国後の1784年に『日本植物誌』、1822～23年に『日本動物誌』などの博物誌
を出し、旅行記として『ヨーロッパ・アジア・アフリカ紀行』（1788～93年）を出版した。旅行記のなかの第3・4巻が日本に関する
部分であり、日本の地理や国民性・社会制度などについて記している（3）。

【ティツィング　Titsingh】（ティチング、チチングなどとも呼ばれる）（1744頃～1812）オランダのアムステルダムに生まれ、1779年
（安永8）～80年、1781年（天明11）～83年、1784年（天明4）の3回にわたって出島のオランダ商館長を勤め、1780・82年に
江戸参府した。福知山藩主朽木昌綱・鹿児島藩主島津重豪らの大名と接触し、蘭学者では桂川甫周・中川淳庵、さらに
長崎奉行久世広民やオランダ通詞吉雄幸作らと親交あり。離日後の1785年にベンガル長官、93年には大使として清国に
至り乾隆帝に謁見した。1796年に退職してロンドンに移住し、ついでパリに移り、日本関係資料の整理・翻訳および執筆に
努め、フランスの東洋学者レミュザ、クラプロートらと交流していたが、1812年に病没した。レミュザ、クラプロートらが遺稿を
もとに校訂し、1820年『歴代将軍譜』（パリ刊、フランス語）、1822年『日本風俗図誌』（ロンドン刊、英語）、1834年に『日本王代
一覧』（ロンドン・パリ刊、フランス語）などが刊行され、婚礼・葬式などの風俗習慣、日本史の他に田沼政権の対外政策、浅間
山噴火などの同時代的な記事が紹介された（4）。

【クルーゼンシュテルン　Krusenstern】（1770～1846）ロシアの提督・探検家・海洋学者。エストニアに生まれ、兵学校を卒
業した後、イギリス海軍勤務を経て、アレクサンドル1世に進言しロシアとして初の世界周航を行った。1803（享和3）～06年

（文化3）にナジェージダ号とネバ号を率い、大西洋・北西太平洋・オホーツク海・日本海・東シナ海を航海した。この間、各
地の地理・水路・海洋・民俗などの調査をし報告書を残した。主著の『世界周航記』（5）は1809～13年にロシア政府の官
費で印刷され、名著としてヨーロッパ各国語にも訳された。また、同船にはロシアの遣日使節のレザーノフ（Rezanov、1764～

1807）も同乗しており、仙台の漂流民津太夫らを伴い、1804年（文化1）に長崎に至り、半年間ほど滞在して通商を求めた
が、幕府から派遣された目付遠山景晋は通称拒否の返事を伝えた。レザーノフの日記は最近になって公開され、日本語
訳も出ている（6）。
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【ゴロウニン Golovnin】（1776～1831）ロシアの海軍軍人。ゴロヴニンともいう。1807年からの世界周航の途上、千島列島南
西部を調査するため南下し、1811年（文化8）国後島で部下7人とともに同島警備の幕吏に捕縛された。松前奉行の監視
下に2年間にわたる拘禁生活を送り、13年に高田屋嘉兵衛らと交換に釈放された。この間、間宮林蔵の天文・測量などの
諮問に応じ、また、幕府天文方の足立左内・馬場佐十郎にロシア語を教授した。ゴロウニンが獄中で日本人の国民性を観
察した『日本幽囚記』（7）は、1816年にロシア海軍印刷局から官費で出版。イギリス・フランス・ドイツ語に翻訳され版を重ね
た。とくにイギリスでは数種の古典作品と並んで少年の読み物となったほどである。日本でも、オランダ語訳を手に入れた
馬場佐十郎らにより1821年（文政4）から翻訳が始まり、本編12巻・付録2巻からなる『遭厄日本紀事』（高橋景保校閲）として
25年に完成している。

　予約募集書では、シーボルトによる研究が以上の成果をいかに凌駕しているかを強調し、クラプロートによる
『NIPPON』書評を紹介しながら、本書が日本研究の決定版であるとしている。そして『Voyage au Japon』の具体的
内容として、１～7章編成で20～22分冊であること（7章編成はドイツ語版『NIPPON』と同じ構成）、図版の各分冊には2折版の
図6枚が含まれ、1枚の彩色図版が追加された。全体は20～22分冊というので、図版総数は募集書の最初にあるように、
約130枚ほどとなる（実際は異なる）。本文編は8折版の小型で、半巻ごとに仮綴じで出され、送料無料という。本文編は付
録的なものであり、メインは図版であった。その価格は意味不明な箇所もあるが、各分冊28フラン。予約は5分冊刊行時に
締め切られ、以後は2フランの割り増しとなった。本文編の印刷は当時のパリで有名なフィルマン・ディド兄弟によって、石版
による図版編はルメルシエによって印刷された。そして、図版編の1･2分冊はすでにパリのベルトラン社から販売中であり、
内容目次が記されている。
　この予約募集書に記されている内容が、実際に出た『Voyage au Japon』と一致するのかどうか、各分冊ごとに検討
していこう。
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